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企画振興部長
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出席者
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委員：大竹永明、篠﨑元嗣、滝澤正幸、中村雅司、花岡敏道、早川一夫、林誠、

原澤利明、柳沢正和 計９名

事務局：小菅武志、滝澤嘉紀、荒井宗武、佐藤聡史、日向大季、花岡崚哉

計６名

欠席者

（敬称略）
委員：増田敏 計１名

次第

委嘱書交付

１ 開会

２ 市長あいさつ

発言者

委員

市長

事務局

市長

内容

開会に先立ちまして、委員の委嘱をさせていただきます。時間

の都合上、委員の皆様には事前に机の上にお配りさせていただき

ました。代表しまして篠﨑元嗣委員に花岡市長から委嘱書をお渡

ししますので、よろしくお願いします。

委嘱書朗読

それでは、これから令和２年度丸山晩霞記念館運営委員会を開

催いたします。本日の司会進行を務めさせていただきます、東御

市企画振興部長の小菅武志と申します。よろしくお願いいたしま

す。それでは、花岡市長より挨拶をお願いします。

コロナ禍の中でなかなかいろいろな活動が通常の形ではいか

ないという形の中で、何かとご対応の中、委員に委嘱させていた

だいた先生方には、お差し繰りいただいてお集まりいただいたこ

と、感謝申し上げます。また、委員をお受けいただきましたこと、

併せて感謝申し上げます。

水絵の黎明期の丸山晩霞を顕彰しつつ、日本の非常に水絵の黎

明期の人たちを顕彰していこうという活動を、皆さん方のお力を

お借りして、ここまできておりますことを感謝申し上げたいと思

います。

文化会館も開館以来 30年ということで、いろんな施設が老朽
化していまして、少しずつ改修をしてきました。来年度は天井の



３ 運営委員会の役割

４ 役員の選任

事務局

事務局

事務局

委員

事務局

委員

事務局

事務局

会長

ネットと、空調設備につきまして、防災減災債を使っての事業を

遂行させていただきます。このよう中での美術館の運営となりま

すが、皆様のお力をお借りしながらいい形で目的が全うできます

ように、忌憚のないご意見をいただければありがたいです。先生

方のご活躍、ご健勝を祈念させていただいて、開会のご挨拶に代

えさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。

それでは、次第の３「運営委員会の役割」について、事務局か

ら説明をいたします。

丸山晩霞記念館は条例第 15条によりまして「記念館の適正か
つ円滑な運営を審議するため、丸山晩霞記念館運営委員会を設置

する。」としております。また、施行規則第５条により、委員会

の会議は市長からの諮問があったときに開催するとあり、諮問に

ついて調査・審議し、その結果を答申し、また意見を建議するこ

とを委員会の役割としているものでございます。本日委嘱された

皆様につきましては、今後、いろいろとお世話になりますが、よ

ろしくお願いいたします。

続きまして、次第の４「役員の選任」に移りたいと思います。

会長につきましては、当該条例施行規則第４条の規定により、互

選によるものとされていますが、いかがでしょうか。

事務局から提案はありますか。

事務局からという発言をいただきましたが、事務局より提案申

し上げてよろしいでしょうか。

お願いします。

事務局といたしましては、長野県立歴史館学芸員であり、前会

長であります林誠委員に会長をお願いしたいと考えております。

皆様いかがでしょうか。

（拍手）

ありがとうございます。皆様のご賛同により、会長に林誠委員

を選任いただきました。それでは、ご挨拶をお願いいたします。

本日はお忙しい中お越しいただきましてありがとうございま

す。会長を務めさせていただきます、長野県立歴史館の学芸員の

林と申します。また今年１年よろしくお願いいたします。先ほど



５ 市長からの諮問

６ 報告事項

事務局

委員

事務局

事務局

副会長

副会長

事務局

市長

事務局

市長からもお話ありましたが、このように大変な年になってしま

いました。おそらく、企画展の中止・延期、人数制限をやってい

ない施設はないのではと思うほどです。文化施設にはそれぞれ違

った影響が出てると思いますが、情報を共有しながら、こんな時

代であるからこそ、文化財、文化活動、あるいは展示といったも

のが必要な時代になるという意気込みで、博物館・美術館運営に

あたっていきたいと思います。この晩霞記念館でも来年度に色々

な計画があると聞いていますので、その辺も含めて少しでもより

良い方向へ向かうように務めさせていただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。

ありがとうございました。副会長につきましても、会長同様に、

互選によるものとされておりますが、事務局から提案申し上げて

よろしいでしょうか。

お願いします。

副会長に中村雅司委員、柳沢正和委員にお願いしたいと思いま

す。いかがでしょうか。

（拍手）

それでは、中村委員と柳沢委員は、それぞれご挨拶をお願いい

たします。

上小美研の会長をしております長小学校長の中村雅司と申し

ます。本運営委員会の副会長ということで、力の無い私にとって

は大変な役ではありますが、一生懸命務めて参りたいと思いま

す。皆さん、よろしくお願いいたします。

指名されました柳沢です。協力会なんですけれども、出身は姫

子沢です。協力会も今は高齢化したり亡くなられたりして、微々

たるものですが、なんとかやっております。よろしくお願いしま

す。

それでは、次第５の「市長からの諮問」です。今回の諮問は、

「令和２年度取得作品（案）」及び「令和３年度事業計画（案）」

についてです。市長より会長へ諮問を行います。

諮問書朗読

ここで、市長は、退席となります。



７ 審議事項

８ 答申

会長

事務局

会長

会長

事務局

会長

会長

事務局

会長

委員

事務局

会長

これより、次第６の報告事項に入ります。ここからの進行は林

会長にお願いいたします。

それでは、報告事項から入ります。「令和元年度事業実績につ

いて」、引き続き「令和２年度事業取組状況について」事務局よ

りご説明をお願いいたします。

「令和元年度事業実績について」説明

「令和２年度事業取組状況について」説明

ただいまの件について、意見等がありましたら、挙手のうえ、

お名前を述べてからお願いします。

（意見なし）

続きまして、審議事項に入ります。「令和２年度取得作品（案）」

について事務局から説明をお願いします。

「令和２年度取得作品（案）」説明

ただいまの件について、質問・意見等ありましたら、挙手のう

え、お名前を述べてからお願いします。

（意見なし）

佐藤館長の説明の通り、真筆の条件を備えているという説明で

した。

続きまして「令和３年度事業計画（案）」について事務局から

説明をお願いします。

「令和３年度事業計画（案）」説明

ただいまの件について、質問・意見等ありましたら、挙手のう

え、お名前を述べてからお願いします。

丸山晩霞は山の絵を特徴があり、評価もされているので、来年

度の企画展ではその点も説明に加えていただきたいです。

はい。

それでは、「令和２年度取得作品（案）」及び「令和３年度事業



９ その他

委員

会長

会長

事務局

会長

委員

会長

事務局

副会長

会長

委員

計画（案）」について適当である旨、答申したいと思いますが、

これにご異議はございますか。

異議なし

それでは、両案とも適当である旨、答申いたします。事務局の

方で答申書（案）を作成するまでしばらく休憩といたします。

（休憩）

それでは事務局から答申（案）について朗読お願いいたします。

答申書朗読

朗読いただきました内容にて後日答申書をお渡ししたいと思

います。よろしいでしょうか。

異議なし

以上で、本日の審議事項は終了です。小菅企画振興部長、お願

いします。

林会長、ありがとうございました。それでは、次第９「その他」

についてです。事務局からは特にございませんが、何かございま

すでしょうか。

休校中に佐藤館長のカンタンアートの動画を見ました。長小学

校のホームページにリンクを貼ると、動画を見て自分で工作する

児童もおりました。すごい可能性を感じました。あのような発信

を美術館がするということは、これから必要だと思います。ぜひ

これからも続けていただきたいです。来年度の企画展は小学校へ

も積極的に広報していただきたいです。

来年度の冬に長野県立歴史館の企画で丸山晩霞をとりあげよ

うかと思っています。来年度は丸山晩霞の存在を広くアピールし

ますので、一緒にタイアップしてやっていきたいです。よろしく

お願いいたします。

丸山晩霞は地域の歴史的偉人です。教育委員会で文化財指定を

してもらうことがよいと思います。ぜひ来年の企画展や長野県立

歴史館の企画の前に価値付けをして欲しいです。それにより東御

市のアピールをするのはどうですか。



10 閉会

事務局

委員

委員

事務局

事務局

副会長

貴重なご意見ありがとうございます。前向きに検討させていた

だきます。

丸山晩霞は水彩画はもちろんですが、山岳文化が日本に根付い

た頃の日本の明星でありました。山好きなどの山岳関係者へもア

プローチしていただきたいです。

文化財審査委員会の件は期間的に間に合いますので、今から文

化財の方へねじを巻いていただきたいです。

指定文化財につきましては、関係者の間では価値が共有されて

いますが、外部に情報発信する時は肩書が効力を発します。ぜひ

推進していただきたいです。

文化財指定につきましては、内部で調整させていただき、前向

きに進めさせていただきます。

それでは、中村副会長、閉会をお願いします。

これにて、令和２年度丸山晩霞記念館運営委員会を閉会いたし

ます。ありがとうございました。


